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１．はじめに 

近年，証券市場における個人投資家が増加してお

り，その影響として個人投資家への支援を行うシステム

の需要が高まっている．個人投資家は複数ある上場企

業の中からどこに投資をするかを判断する必要がある．

どの企業に投資をするかを判断する資料として，企業が

業績発表を行った後に公開される決算短信が存在す

る．決算短信は上場企業の決算情報が最も早く開示さ

れる資料であり，投資判断において重要な資料である．

しかし，公開される決算短信は数が多く，人手で全ての

業績結果や業績要因を把握することは困難である． 

 支援システムとして決算短信から自動で記事とそのタ

イトルを生成するシステムが公開されている[1].しかし，

タイトルには業績結果のみが記載されており，なぜその

結果になったのかが把握することができない． 

そこで本研究では業績要因を含む文に注目した．

（以降，業績要因を含む文を「業績要因文」と定義す

る．）業績要因文とは，例えば「太陽電池の販売が順調

に拡大した」のような文であり，何が企業の業績結果に

影響を及ぼしたかを読み取ることができる．経済新聞に

おける業績発表記事のような，実際に人手によって作

成された記事のタイトルには業績要因が含まれているこ

とが多く，決算短信のタイトルにおいても業績要因を把

握できる業績要因文は重要だと考えられる．本研究で

は決算短信から業績結果と業績要因文を抽出し，それ

らを利用して，例えば「フューチャー、 純利益 123.8％

増、 ＩＴコンサルティング事業が好調」のような決算短信

のタイトルを自動生成する手法を提案する． 

 関連研究として，山本らは一般的な新聞記事を新幹

線車内や街頭の電光掲示板で流れるニュースのような

簡潔な文に加工する手法[2]を提案している．文末表現

に着目しており，作成したルールに基づいて文を短縮

化している．それに対して，本手法では決算短信を対

象としている点と，深層学習を用いて業績要因文を短

縮化している点が異なる． 

２．業績結果の抽出 

 本手法では業績結果の種類として，「売上高」，「営業

利益」，「経常利益」，「純利益」の４つに限定した．業績

結果について記載している文を抽出する方法として，文

末が「た」の文を対象とした．これは結果について記載し

ている文が「た」で終わることが多いからである．次に，

業績結果について記載している文で頻出する単語を含

んでいる文を対象とした．頻出する単語として「売上」や

「利益」，「前期」などが存在する．最後に，各決算短信

において今までの条件で残っている文の中で最初に出

現したものを業績結果について記載している文として抽

出した．これは決算短信において今回抽出したい全体

の業績結果がセグメントごとの業績結果より前に記載さ

れていることを利用した．抽出した文を利用して，業績

結果の種類と前期からの増減率をペアで抽出し，その

中で最も増減率が大きかったものを業績結果とした．業

績結果について記載している文とその文から抽出され

た業績結果の例をそれぞれ以下に示す． 

 

 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における
当社グループの売上高は１，５７１億５６百万円
（前年同期比１４．１％増）、営業利益は２８億
７５百万円（前年同期比５７．６％増）、経常利益
は２９億５０百万円（前年同期比５０．５％増）、
四半期純利益は２７億２４百万円（前年同期比１
８６．０％増）となりました 

純利益 186.0 
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３．業績要因の生成 

酒井らは決算短信や企業の業績発表記事から業績

要因文を抽出する手法を提案している[3][4][5]．これら

の手法により決算短信からの業績要因文の抽出を行っ

た．しかし，抽出した業績要因文は文が長いため，その

ままタイトルにおける業績要因として利用することができ

ない．業績要因文を短くするために，ニューラルネットワ

ー ク モ デ ル の １ つ で あ る Seq2Seq(Sequence to 

Sequence)モデルに注目した．Seq2Seq は RNN(リカレン

トニューラルネットワーク)を用いたエンコーダーとデコー

ダーからなるモデルである．シーケンスのペアを学習さ

せることで，片方のシーケンスを入力するとそれに対応

するシーケンスを出力することができる．この性質から翻

訳や対話生成，文章要約で主に利用されている．この

モデルを利用することで，決算短信の業績要因文を入

力するとタイトルに含まれているような業績要因が出力

されることを試みる．ここで，Seq2Seq モデルの作成は

Luong らの手法[6]を参考にして行った． 

3．１．業績要因生成のための学習データの生成 

業績要因生成のための学習データとして，本手法で

は日経新聞記事集合から抽出される業績発表記事に

おけるタイトルと，その記事に含まれる業績要因文をペ

アで抽出し，学習データとした．業績発表記事からの業

績要因文の抽出方法は酒井らの手法[3]をもとに行った．

以下に抽出したタイトルと業績要因文のペアの例を示

す． 

 

１つの業績発表記事からは複数の業績要因文が抽

出される．そのため，複数の業績要因文の中からタイト

ルに採用された業績要因文を推定しペアとする必要が

ある．この推定処理は，以降に示す手法にて自動的に

行った． 

必要な情報はタイトルにおける業績要因と業績要因

文なので，それ以外を除去する必要がある．読点で区

切られているタイトルの多くが，読点で文を分けた時に

最後になる節に業績要因について記載していた．この

ことを利用して，タイトルを読点で分断し，最後の節のみ

を抽出した．以下に例を示す． 

 

しかし，作成したデータの中にはタイトルにおける業

績要因と業績要因文が別のことについて記載しており，

対応がとれていないペアが存在した．解決する方法とし

て，タイトルにおける業績要因の最初の単語を重要だと

考え，その単語が出現した以降の業績要因文のみを抽

出するようにした．業績要因文がその単語を含んでいな

い場合は，データから除去した．以下に例を示す． 

 

なお数字が学習データに含まれていると良いモデル

が作成できなかったため，数字を含んでいないペアの

みを学習データとした． 

３．２．Seq2Seq による業績要因の生成 

 作成した学習データを使用して深層学習を行い，決

算短信の業績要因文を入力したところ，ほとんどの入力

文に対してエラーが出てしまった．学習データに含まれ

ていない単語が入力文である決算短信の業績要因文

に含まれているのが原因であった．決算短信にはその

企業特有の単語が記載されていることが多く，業績発表

記事にはその単語が含まれていなかった．また，決算

短信は丁寧な言い回し（「しました」など）で記載されて

いることが多く，業績発表記事に含まれていない表現が

存在した．これらの問題を解決するために，以下のよう

＜タイトル＞ 
住友不、純利益４０％増、４〜６月、ビル賃貸事業が

好調 

＜業績要因文＞ 
オフィス市況が悪化する中で、主力のビル賃貸事業が

好調だった 

＜タイトルにおける業績要因＞ 
ビル賃貸事業が好調 

＜業績要因文＞ 
オフィス市況が悪化する中で、主力のビル賃貸

事業が好調だった 

＜タイトルにおける業績要因＞ 
ビル賃貸事業が好調 

＜業績要因文＞ 
ビル賃貸事業が好調だった 
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に学習データを変更した． 

・文末表現のみを学習データとする． 

・丁寧な言い回しに変更する． 

変更後の学習データの例を以下に示す． 

 

変更した学習データを用いて，深層学習を行った．

決算短信の業績要因文も同様に文末表現のみを抽出

して，入力文とした．以下に例を示す． 

 

文末表現の生成はできたが，このままでは業績要因

にはならない．そのため，決算短信からの業績要因文

の抽出の際に利用した企業キーワード[5]に注目した．

企業キーワードとは，その企業における重要なキーワー

ドであり，企業ごとの決算短信の集合から抽出される．

決算短信の業績要因文における文末表現に係ってい

る単語の中で，企業キーワードのスコアが最も大きいも

のを抽出した．そして，抽出した単語と，Seq2Seqモデル

で生成した文末表現を合成して，決算短信のタイトルに

使用する業績要因を生成した．以下に例を示す． 

 

４．タイトルの生成 

 抽出した業績結果と生成した業績要因を合成してタ

イトルの生成を行う．ここで，業績結果における増減率

が増加した場合はポジティブな業績要因，減少している

場合はネガティブな業績要因を選択し，増減率と業績

要因の極性を一致させる必要がある．そのため，業績

要因文の抽出を行った際に獲得した手がかり表現に注

目した．手がかり表現には「好調でした」や「低迷しまし

た」など業績がどのような状態だったかを表す表現が多

い．「好調でした」ならポジティブ，「低迷しました」ならネ

ガティブなどのように人手で極性を付与した．極性の付

与ができないと判断したものは，手がかり表現のリストか

ら除去した． 

極性が付与された手がかり表現のリストを用いて業績

要因への極性の付与を行う．方法として，業績要因の

元となる業績要因文の文末表現を抽出し，手がかり表

現のリストの中で一致するものを探す．存在した場合は

手がかり表現と同じ極性を付与し，存在しなかった場合

はその業績要因をタイトルの候補から除去した． 

 業績要因への極性付与を行ったが，業績結果の極性

と一致する業績要因が複数存在する可能性がある．そ

の場合は業績要因文の抽出を行った際に使用した企

業キーワードに注目した．重要な企業キーワードを多く

含んでいる業績要因文を使用した方がより良い業績要

因を生成できると考えた．候補となっている業績要因の

中で，元の業績要因文に含まれている企業キーワード

のスコアの合計が最も大きいものをタイトルに使用する

業績要因とした． 

企業名，業績結果，業績要因を用いて，タイトルの自

動生成を行った．生成されたタイトルの例を以下に示

す． 

 

＜タイトルにおける業績要因の文末表現＞ 
好調 

＜業績要因文の文末表現＞ 
好調でした 

＜入力文＞      ＜出力文＞ 
維持できました    好調 
寄与して参りました  寄与 
寄与しませんでした  低迷 
伸びました      好調 
需要不振でした    不振 
下回りました     低迷 
回復しはじめました  回復 

ＨＤＤ関連部品が好調 
半導体デバイス事業が好調 
電子デバイス事業が拡大 
ＬＥＤが寄与 
パソコン関連が不振 
携帯電話出荷台数が低迷 
ＰＣ向け製品が上方修正 

・フューチャー、 純利益 123.8％増、 ＩＴコンサル

ティング事業が好調 

・カルビー、 売上高 21.3％増、 シリアル食品が好

調 

・京進、 売上高 110.0％増、 英会話事業が好調 

・コニカミノルタ、 売上高 1.4％増、 ＡｅｒｏＤＲ

が拡大 

・長谷工コーポレーション、 営業利益95.3％増、 賃

貸マンション運営が好調 
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５．評価 

自動生成した決算短信のタイトルの評価は，生成され

た１２，４２２個のタイトルの中からランダムに選択した１０

０個のタイトルを対象にして行った．評価方法は以下の

３つの項目を満たしている場合は正解，１つでも満たし

ていない場合は不正解とした． 

・業績結果と文末表現の極性が一致しているか． 

・業績に影響を与えたとされるものが記載されているか． 

・日本語として自然であるか． 

 評価の結果，正しいタイトルとして生成できたのが７２

個，間違ったタイトルとして生成されたのが２８個であっ

た．よって，正解率は７２％であった．不正解となったタ

イトルの例を以下に示す． 

 

６．考察 

自動生成されたタイトルについて考察する．生成され

たタイトルにおいて不適切なものがいくつかあったが，

大きく分けて二つの要因が考えられる． 

 一つ目は深層学習で生成した文末表現の中で，一部

正しく生成できていなかった点が考えられる．学習デー

タの作成を自動的に行っているため，正しくないものを

学習してしまっている場合がある．そのため，入力文が

正しくないデータに類似していると，正しい出力ができ

ていなかった．作成したデータから人手で正しくないも

のを除去するなどの改善を行えば，より良い結果が得ら

れると考えられる． 

二つ目は文末に係っている単語の中で企業キーワー

ドのスコアが高いものを業績要因に使用した点が考えら

れる．例えば「販売数量」が業績要因に使用する企業キ

ーワードとして選択されることがあった．本手法の場合，

「販売数量」の前に記載されていると考えられる商品名

などを選択することができない．企業キーワードのみで

はなく，企業キーワードに係っている複数の文節を業績

要因に使用するなどの手法を考える必要がある． 

 最後に評価方法について考察する． 今回の評価方

法の場合ではタイトルの自然さを基準にして評価したた

め，生成されたタイトルに含まれる業績要因が最も業績

に貢献したか（もしくは不振の主とした要因であったの

か等）どうかについては評価できていない．よりタイトルと

して厳密な評価をするためには，決算短信の内容を人

手にて精査し，生成されたタイトルと一致しているかの

確認が必要であるが，この評価のためには多大な労力

が必要になるため，今後の課題とする． 

７．むすび 

 本研究では，企業の決算短信から業績結果と業績

要因文を抽出し，それらを利用して各決算短信に対し

てタイトルを生成する手法を提案した．特にタイトルに使

用する業績要因については，企業の業績発表記事から

学習データを自動的に作成し，Seq2Seqを用いて生成し

た．評価の結果，正解率は７２％であった． 

 今後の課題として，タイトルの精度を向上させるため

に，文末表現の生成をする際に使用した学習データの

改善をする必要がある．評価方法については，より厳密

な評価のために，生成されたタイトルと決算短信の内容

が一致しているかを人手にて判定する必要がある． 
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・昭和真空、 売上高 30.1％増、 納入が低迷 

・大倉工業、 売上高 0.1％増、 販売数量が好調 

・大同工業、 売上高 7.0％増、 用チェーンが好調 
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